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共電解とは、水蒸気と二酸化炭素を同時に電解し、合成ガスを生成する技術である。
SOECを用いた共電解は、高効率であることや貴金属を使用しないことがメリット
だが、一方で固体酸化物形燃料電池（SOFC）モードでの作動時に比べ劣化しやす
く、長期耐久性に課題がある。燃料極で発生するSOECの劣化は、炭素の析出やNi
の移動により反応場である三相界面が減少するためだと考えられている[１]。しか
し、SOECセルは多孔質で電極の微細構造変化を正確にとらえることは大変困難で
ある。
そこで、セル構造を単純化し、模擬したモデル電極の作製を行い、燃料極の劣化機
構の解明を目指す。 以前はモデル電極を作製する際に、Niの薄膜をPLD（Pulsed
Laser Deposition）法にて製膜していたが、Ni薄膜が薄すぎたため、昇温段階で焼
結によりNiの接続が切れてしまっていた。そこで、膜厚１ μm以上のNi膜を製膜す
るために芝浦スパッタ装置を利用した。また、燃料極に着目した測定を行うために、
リフトオフを用いてPtの対極を作製した。

実験
Experimental

はじめに、MgO単結晶の上にPLD法にて、厚さ約1000nmのYSZ（Y0.16Zr0.84O1.92）
薄膜(12 mm□)を製膜した。製膜条件はNd:YAGレーザーの4倍波(266 nm)を使用
し，基板温度600 ℃，酸素分圧1 Pa，レーザー出力0.58 W，レーザーパルス周波
数10 Hzとした。一部のセルにはYSZの上にわずかなGDCのスパッタを行い、GDC
が電極に及ぼす影響を明らかにすることを試みた。
次に、試作コインランドリのスピンコーターを利用し、ZPN1150-90レジストを試
料に塗布、プレベークし、マスクレスアライナにて露光後、TMAH現像液を用い
てPt電極のリフトオフ用フォトレジストパターンを形成した。その後、芝浦スパッ
タ装置を利用し、Pt膜を約1.0 μm製膜した。スパッタはAr雰囲気、圧力0.6
Pa、RFパワー300 Wの条件で、レジストが熱で溶けないように、10分間ごとに冷
却時間（約10分間）を挟んで行った。その後、90℃に加熱したNMP溶液に試料
を10分間浸しレジストを除去して（リフトオフ）、目標としたPtパターン電極を得
た。 そして、芝浦スパッタ装置：冷却型を利用しNi（10mm□）を約2.0 μm製膜
した。スパッタはAr雰囲気、圧力0.4 Pa、RFパワー300 Wの条件で80分行った。
その後、フォトリソグラフィを用いてFig. 1に示すパターン電極を得た。

結果と考察
Results and Discussion

Fig. 2に作製したモデルセルのレーザー顕微鏡像を示す。リフトオフにてPt電極を
作製することで、規格化されたPt電極を作製することができた。Ni電極とPt電極間
の距離は40 μmとなるように加工を行い、目標とする距離に近い値を得ることが
できた。そのため、本手法で正しく規格化されたパターン電極を作製することがで
きていると考えられる。
今後もこのパターン電極を用いた実験の状況に応じて、本手法を用いて異なるパター
ン電極の作製に取り組む可能性がある。
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Fig. 1 作製するモデルセルの模式図
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Fig. 2 作製したモデルセルの顕微鏡写真
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